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ガボン中西部における野菜生産の
新たな担い手
─常畑農家と焼畑農家を比較して─
安光正佳*・山田隆一** †
（平成 29 年 9 月 21 日受付/平成 30 年 3 月 9 日受理）
要約：ガボンでは，急速な都市人口の増加と農村部における野菜生産の担い手の減少により野菜の自給率が
低下している。この状況を踏まえ政府は，野菜生産の新たな担い手として，単収が高く，商業的で収益性の高
い農家の育成を進めている。本稿は，ガボン中西部において近年観察されるようになった常畑耕作を行う農
家（常畑農家）と伝統的に焼畑耕作を行う農家（焼畑農家）を比較することにより，ガボン中西部における野
菜生産の新たな担い手が常畑農家であることを明らかにした。本稿で明らかになったのは以下の点である。
　第 1 に，常畑農家は，肥料の投入，農薬の利用，育苗の実施，灌漑の実施により，焼畑農家に比べて高い
単収を実現させている。さらに，単収の向上を実現しつつ持続的な野菜生産に取り組んでいる。第 2 に，常
畑農家は，焼畑農家に比べて野菜を作付けする割合が高く，販売する野菜の割合も高い。このことから常畑
農家は，焼畑農家に比べて商業的な野菜生産に取り組んでいる。第 3 に，野菜生産において常畑農家は，焼
畑農家よりも有意に高い所得を得ていることが明らかとなった。以上の点から常畑農家は，ガボン中西部に
おける野菜生産の新たな担い手であるといえる。
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1．　課題と背景
　野菜は，健康の確保とその維持にとって重要な役割を果
たしている。一般的に野菜は，エネルギー源だけではなく，
ビタミンやミネラル等の微量栄養素，繊維質等の供給源と
して，人間の健康と生存にとって不可欠な食物である1）。
アフリカ大陸中西部の国ガボンにおいても野菜は，国民の
日常的な副食として，または肉料理や魚料理の調味料とし
て広く利用されている。ガボンでは，年間 75,000 トンの
野菜が国内で供給され，その内 50,000 トンの野菜が国内
で生産されている2）。生産される野菜としては，アマラン
サス（ヒユ菜），アフリカナス，オクラ，レタス，トマト
等がある3）。
　近年，ガボンでは，都市部での人口増加を背景に野菜の
需要が増加している。一方，農村部では野菜生産の担い手
である農家が減少している。1971 年に 397,000 人であった
農村部の人口は，2011 年には 237,000 人へと大幅に減少し
た4）。また，野菜の自給率も野菜生産の担い手の減少と都
市人口の増加により 1971 年の 96％から 2011 年には 70％
へと大幅に低下した。この状況を踏まえ政府は，食料安全
保障の確保を目的とした農業開発プロジェクトを推進して
いる5）。その中でも，政府は，新たな野菜生産の担い手と
して，単収が高く，商業的で収益性の高い農家の育成を進
めている。
　ガボン中西部では，主に，農村部の農家と都市近郊の農
家によって野菜生産が行われている。農村部の農家では，
焼畑耕作による野菜生産が行われている6）。焼畑耕作は，
農村部で伝統的に行われている耕作方法で，熱帯雨林を伐
採し，焼き払った後，作物の栽培を行い，地力が低下する
と別の耕地に移動する耕作方法である。他方，都市近郊の
農家では，常畑耕作による野菜生産が行われている。常畑
耕作は，2004 年以降から都市近郊で観察されるようになっ
た耕作方法で，特定の耕地を占有して作物を連作する耕作
方法である。
　本稿では，これら焼畑耕作を行う農家（以下，焼畑農家）
と常畑耕作を行う農家（以下，常畑農家）を比較することに
より，ガボン中西部における野菜生産の新たな担い手とな
る農家の特徴を明らかにする。そのために，まず，焼畑農
家と常畑農家の生産技術を明らかにし，野菜生産の単収を
比較する。次に，焼畑農家と常畑農家の作目の特徴を明ら
かにするとともに，野菜の販売志向を比較する。最後に，焼
畑農家と常畑農家の野菜生産における収益性を比較する。
2．　調査方法と調査地の概要
⑴　調査方法
　本研究の農家調査は，2016 年の 8 月～9 月の 2 か月間にガ
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ボン中西部に位置する州モワイヤン・オゴウエ州（Moyen-
Ogooué）の州都ランバレネ（Lambaréné）と，州都から南
方に 48 km 離れた地域に位置する村トランキル村（Village 
Tranquille）で実施した。調査対象農家としては，州都ラ
ンバレネの郊外で常畑耕作を行う農家を常畑農家として
10 戸任意で選定した。また，トランキル村からも熱帯雨
林の中で焼畑耕作を行う農家を焼畑農家として 10 戸任意
で選定した。農家調査では，これら常畑農家と焼畑農家に
それぞれ前年 1 年間に栽培された作物と野菜の品目ごとの
栽培技術，栽培面積，作付け品目，生産目的について聞き
取りを行った。聞き取りでは，前年の農家の動向を正確に
把握するため季節カレンダーに沿った聞き取りを行った。
また，年間の野菜の収量に大きなばらつきが出ないよう
に，できるだけ同じような野菜の品目を栽培している農家
に協力してもらい調査を行った。
⑵　調査地の概要
　調査地であるランバレネとトランキル村は，標高 200
メートル以下の内陸部低地に位置している。気候は，年間
の気温が 20℃前半から 30℃程度の熱帯雨林気候である。
年間の降雨は，雨季である 10 月～12 月，3 月～4 月に集
中しており，乾季である 5 月～9 月，1 月～2 月に少なく
なる。1 年間の平均降雨量は，1.800～2.000 mm となって
いる7）。調査地の都市ランバレネには，26.000 人の住民が
居住して，ランバレネの郊外で農家による常畑耕作が行わ
れている。一方のトランキル村では，292 人の住民が居住
しており，熱帯雨林の中で農家による焼畑耕作が行われて
いる。調査対象農家である常畑農家は，家族規模が平均し
て 4.8 人で，うち 3 人が農業従事者である。そして，平均
耕作地面積が，1,464 m2 となっている。一方の焼畑農家は，
家族規模が6.8人で，うち3人が農業従事者である。そして，
平均耕作地面積が，5,412 m2 となっている。
3．　焼畑農家と常畑農家の比較
⑴　栽培技術の比較
　ここでは，焼畑農家と常畑農家の栽培技術の特徴を比較
する（表 1）。
a）　肥料
　一般的に，熱帯地域の土壌は有機物の含有量が少なく，
孔隙が少ない。また，緻密なうえ，養分が乏しく肥沃度が
低い。このため，化成肥料や有機質肥料を投入することが
収量向上に必要不可欠である。調査結果によると，焼畑農
家で肥料を投入していた農家は，10 戸中 0 戸であった。
一方，常畑農家では，10 戸中 10 戸全ての農家で肥料が投
入されていた。さらに肥料を利用する農家の内 4 戸の農家
は，化成肥料である NPK を購入し，利用していた。また，
肥料を投入する農家の内 8 戸は，鶏糞や羊糞の有機質肥料
を購入し，利用していた。
b）　農薬
　高温多湿なガボンでの野菜栽培では，病害虫などによる
被害が発生しやすい。このため，農薬などの利用が野菜の
収量を向上させるために必要である。調査結果によると焼
畑農家で農薬が利用されていた農家は，10 戸中 0 戸であっ
た。一方で，常畑農家で農薬を利用した農家は，10 戸中 9
戸であった。利用している農薬は，化学農薬であり，農薬
を利用している農家 9 戸の内 9 戸においては，殺虫剤が利
用され 9 戸中 7 戸が殺菌剤を利用していた。
c）　育苗
　熱帯地域では，日差しが強いため葉の日焼けや地温の上
昇が起こりやすい。また，熱帯特有の激しい降雨による種
子の流出を防ぐため育苗の実施が必要である。
　調査結果によると，焼畑農家で育苗を行っていた農家
は，10 戸中 0 戸であった。一方，常畑農家では，10 戸中
10 戸の農家で育苗が実施されていた。また，常畑農家は，
椰子の葉を利用した簡易な苗床を作成することで育苗を
行っていた。
d）　灌漑
　灌漑の導入の有無は，野菜の収量に大きな影響を与え
る。降水量の多いガボンでも雨の降らない乾季が 4 か月以
上続くので，灌漑の実施の有無が年間の野菜の生産量を決
定してしまう。調査結果によると焼畑農家で灌漑を導入し
ている農家は，10 戸中 0 戸であった。一方，常畑農家では，
10 戸中 10 戸全ての農家で導入されていた。
⑵　単収の比較
　以上の生産技術の特徴を踏まえて，焼畑農家と常畑農家
1 ha 当たりの野菜の収量について比較した。その結果，焼
畑農家の単収は 1.1 t/ha であった。一方，常畑農家の単収
は 1,8 t/ha となった（表 2）。これにより常畑農家は焼畑農
家に比べて高い単収を実現していることが明らかとなっ
た。このような，常畑農家の高い単収の背景には上記に示
表 1　栽培技術導入の有無
表 2　農家別の単収の平均（t/ha）
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したような肥料の投入，農薬の利用，育苗の実施，灌漑の
実施の有無がそれぞれ関係していると考えられる。
⑶　作付け品目
　ここでは，焼畑農家と常畑農家の作付け品目の特徴を比
較する。表 3 では，焼畑農家と常畑農家がそれぞれ生産す
る作物を分類した（表 3）。この表によると焼畑農家では，
キャッサバやプランテンバナナ等の主食となる作物 6 品目
を作付けしている。一方，常畑農家は，キャッサバのみの
栽培にとどまっている。次に，焼畑農家と常畑農家の作付
け品目における野菜の割合をみる。焼畑農家においては，
作付けする品目の内 50％が，野菜であった。一方，常畑
農家によって作付けされる品目の内 88％が野菜であった。
このことから，常畑農家は焼畑農家に比べて野菜生産に対
する比重が大きい。
⑷　市場に出荷される野菜品目の割合
　次に，焼畑農家と常畑農家で栽培されている野菜品目の
うち市場に出荷される野菜品目の割合を図 1 に示した（図
1）。この図によると焼畑農家では，栽培される野菜の 11％
が市場に出荷されていることがわかる。一方の常畑農家で
は，栽培される野菜の 93％を市場に出荷している。この
ことから，焼畑農家における野菜生産は自給的であり，常
畑農家における野菜生産は商業的であることがいえる。
⑸　野菜生産における収益性の比較
　ここでは，焼畑農家と常畑農家の 1 ha 当たりの野菜生産
によって得られる農業所得を収益性として比較する（表4）。
　まず，常畑農家の粗収益 8,913,600 CFA フランは，焼畑
農家の粗収益 2,217,700 CFA フランに比べて有意に高い。
これは，常畑農家が肥料の投入や灌漑の導入を行ったこと
により野菜生産における単収の向上が影響している。
　次に，経営費の合計をみると，常畑農家の経営費の合計
2,767,298 CFA フランは，焼畑農家の経営費の合計 929,200 
CFA フランに比べて有意に高い。このことから，常畑農家
による野菜生産は土地生産性が高いものの，高い経営費を
負担していることがわかる。
　最後に，焼畑農家と常畑農家における所得を比較した。
その結果，焼畑農家の所得に比べて，常畑農家の所得が有
意に高いことが明らかとなった。このことから，単収の高
い生産技術を有する常畑農家は，経営費の負担が大きいも
のの，焼畑農家に比べて高い所得を得ていることが明らか
となった。
4．　ま　と　め
　ガボンでは，近年の都市人口の増加を背景に急速に野菜
の需要が増加している。一方，農村部では野菜生産の担い
手が減少しているため，野菜の自給率が低下している。こ
表 3　作付け品目の一覧
図 1　両農家群で栽培されている野菜品目のうち市場に出荷
される野菜品目の割合（％）
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の状況を踏まえ政府は，野菜生産の新たな担い手として単
収が高く，商業的で収益性の高い農家の育成を進めている。
本稿では焼畑農家と常畑農家を比較することで，ガボン中
西部における野菜生産の新たな担い手が常畑農家であるこ
とを明かにした。本稿で明らかになったのは以下の点であ
る。
　第 1 に，常畑農家は，肥料の投入，農薬の利用，育苗の
実施，灌漑の実施により，焼畑農家に比べて高い単収を実
現させている。さらに，常畑農家は単収の向上を実現しつ
つ，有機質の肥料を積極的に利用すること実施することに
より，持続的な野菜生産に取り組んでいる。
　第 2 に，常畑農家は，作付する作物の内 88％を野菜の
作付けとしており，焼畑農家の野菜の作付けの割合 50％
に比べると野菜の作付け割合が高い。さらに，常畑農家は，
生産する野菜の内 93％を販売しており，焼畑農家の販売
の割合 11％と比べると販売する野菜の割合が高い。この
ことから，常畑農家の野菜生産は焼畑農家に比べて商業的
である。
　第 3 に，焼畑農家と常畑農家の 1 ha 当たりの野菜生産
における収益性を比較した。ここでは，常畑農家の粗収益
が焼畑農家の粗収益に比べて有意に高いことが明らかに
なった。経営費は，常畑農家の経営費が焼畑農家に比べて
高いものの，焼畑農家に比べて有意に高い所得を得ている
ことが明らかとなった。これらのことからガボン中西部の
常畑農家は，焼畑農家に比べて収益性の高い野菜生産に取
り組んでいた。
　以上の点から，常畑農家がガボン中西部における新たな
野菜生産の担い手であるといえる。
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Summary：In Gabon,  the  rate of  self-sufficiency  in vegetables has been declining due  to  the  rapid 
increase in the urban population and a decrease in vegetable farmers in rural areas.  Given this situation, 
the government is promoting the development of new core vegetable farmers who make profits through 
high yields and commercial farming.  This paper clarified that new core vegetable farmers are permanent 
cultivation farmers by comparing the farmers who are practicing permanent cultivation in recent years 
(Permanent cultivation  farmers) and  the  farmers who are practicing shifting cultivation  traditionally 
(Shifting cultivation farmers). The following points were clarified in this paper : 
　　1. Permanent cultivation  farmers realized higher yields than shifting cultivation  farmers by using 
organic  fertilizers and agrochemicals, adopting better nursery seedlings, and  implementing  irrigation 
practices.  In addition, permanent farmers realized sustainable production along with higher yield.
　　2. Permanent cultivation  farmers have a higher proportion of planting vegetables  than Shifting 
cultivation farmers and Permanent cultivation farmers also have a higher percentage of vegetables to sell 
than Shifting cultivation farmers.
　　3. Permanent  farmers gained significantly higher  income than shifting cultivation  farmers through 
vegetable cultivation.   From the above points,  it can be said  that  the new core vegetable  farmers  in 
midwestern Gabon are permanent cultivation farmers.
Key words：Shifting cultivation, Permanent cultivation, commercial vegetable farmer, subsistence vegetable 
farmer
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